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OSINT(オシント)というのは、"Open Source Intelligence"の略です。これはスパイ用語の一つで「公開情報をもとにした情

報収集」を意味します。（皆さんが普段会議の前にやっているリサーチも、実は OSINTというわけです。）広報誌にこの

名前をつけたのは、知る機会が少ないと思われる事務局の実態や活動内容を皆さんに知ってもらいたい、また皆さんが事

務局を身近に感じて興味を持つきっかけを作りたい、という思いが込められています。 

 

はじめに 

 

こんにちは！関東事務局副事務局長の杉野実紀です。みなさん、夏

休みはいかがお過ごしでしょうか？もしかしたら、もう既に授業が

始まっている大学もあるかもしれませんね。 

さて、8月も多くの方に関東事務局のイベントに来ていただきまし

た！まずは、花火！今年は例年と場所を変えて板橋での開催となり

ましたが、如何でしたでしょうか？個人的にはこの夏唯一の花火大

会がこの五研花火だけで悲しい限りです(泣)また 8/8には全米団と

の共催で英語会議を行いました。英語でスピーチや議論している姿

がとても楽しそうで、思わず事務局員も参加したくなりました。参

加者のみなさん、お疲れ様でした(*^^*) 

今月の OSINTも各イベントの報告や写真、今後のイベント情報な

どがたっくさ〜ん載っているので、しっかりチェックしてください

ね！また各イベントで撮った写真は関東事務局の Facebookに随時

アップしているので、そちらも是非ご覧ください！では、まだまだ

暑いですが、健康に気をつけて残り少ない夏を楽しみましょう

¥(^o^)/ 
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五研花火 報告 

 

8月 6日（土）素晴らしい天気の中、無事に五研花火を終えることができました。まず、花火に参加して

くださった皆様、本当にありがとうございました。新メンから神メンまでたくさんの方に参加して頂き、

事務局員一同非常に嬉しく思っております。そして、たくさんの参加者の方に楽しんで頂けたなら幸い

です。 

ブルーシートの場所まで直接来ていただくという連絡がメーリスと Twitter で食い違っていたなど、皆

様にはご迷惑をおかけした部分も多々ありましたが、誰一人としてブルーシートまでたどり着けないと

いう事態に陥ることなく無事に大輪の花火を楽しむことができ嬉しく思っています。いたばし花火大会

は全国でも花火の大きさが大きいことで有名で、実際に参加者の皆様からも「花火が大きくて感動した。」

という声を多数耳にし、嬉しく思っておりました。ナイアガラの滝が見えにくかったのが唯一の心残り

ですが、夏の風物詩である花火を五研の皆様と満喫でき個人的にも楽しかったです。 

今回残念ながら参加できなかった方も、ぜひ来年以降五研花火に参加し、夏休みを満喫してみてくださ

い！この花火大会が、みなさまにとって大学生活の思い出として心に刻まれることを願っております。

改めて、参加してくださった皆様、本当にありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イベント紹介 

ここでは、今後開催される五研や関東事務局の会議およびイベントの日程や内容の紹介を行います。 

関東事務局のイベント 

 

【九月企画】 

 日付：9/11（日） 

千葉県の果物狩りや〔水代果樹園〕、市川動物園に行くツアーです！！ 

【五研 OBOG会】 

 日付：10/29（土） 

詳細は未定ですが、ぜひとも予定はあけてといてください！！ 
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COLUMN… 

～～事務局員が最近思ったことをゆるっと書き綴ってまいります～～ 

五研のみなさん、こんにちは。日吉研究会旧メンの大山美佳です。 

帰省時、一足先に親となった友人に会いました。その時、吉野弘による「I was born」という詩をふと思

い出させられました。 非常に印象深い詩であるので、ご存知でない方は一読されると良いかと思います。 

さて、この詩には蜉蝣の描写があります。蜉蝣の雌は、子を産むことに特化した身体を持っています。 

我々は、何千年前から Reproduction というプロセスを繰り返して、今を生きています。 人間は蜉蝣の

ように、出産したら直ぐ死ぬようには出来ていません。 しかし、その本質は変わっていないと感じます。 

我々は多少なりとも、次世代を意識しながら我が生を消費しています。腕の中の我が子に微笑みかけて

いる彼女を見ると、私も彼らのためにより良い未来を創造せねばな、と責任を感じ、かつそう感じること

が誇らしかったのです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

編集後記 

みなさん、osint8 月号はいかがでしたが？も

う夏休みは終わったよ、というみなさまやあと少

しで授業が再開するよ、というみなさま、夏休み

を満喫することが出来ましたでしょうか？ 

 関東事務局ではまだまだ企画を開催していき

ますので、夏休みをあまり満喫できなかったよ、

という皆様、ぜひともご参加ください。 

 では、osint9月号もお楽しみに！！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

バックナンバーは 

http://jmun.org/kanto/osint.htmlにて公開中！ 

http://jmun.org/kanto/osint.html

